
　

野・御殿場方面への移

１

動を支えていくために

日

、沿線自治会と協力し

概

て路線を今後も維持し

施

ていく。
事業区分 □ 

策

自治事務   □ 法

名

定受託   □ その

公

他
今後の方向性 □ 縮

共

小　□ 改善
（改善措

交

置等）□ 休止　□ 

通

終了
計画対象 ■ 実施

基

計画査定対象  □ 

本

行政改革対象 
□ 廃

目

止　　　　 

※決算額

標

については、端数処理

快

により、他資料の決算

適

額と差異が生じている

で

場合もあります。

暮らしやすいまち

要 施策の目的 誰もが不自由なく、快適に移動できるよう、公共交通が利用しやすい環境を整えること。

施策の方向 移動制約者対策の強化

路線バス地域間幹線系統及び循環バス運行事業費補助金に対して補助金を計画のとおりに公布し、市民及び周辺市町の移動の手段を確保することができた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 赤字路線を支え、市民等の移動の足を確保するため、路線維持とともに公共交通の利用促進、欠損減少の方法を検討していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：

1

千円）

国・県支出金を

頁

伴う事業費補助金 令和

令

　４年度 令和　５年度

和

令和　５年度 令和　６

 

年度 令和　４年度 令和

5

　５年度 令和　５年度

年

令和　６年度
活動指標

度

名 単位
実績 計画 実績 計

　

画 決算 当初予算 決算 当

　

初予算
全体事業概要

①

事

路線バス地域間幹線系

務

統 件 1 1 1 2
・路線バ

事

ス地域間幹線系統維持

業

事業費補助金 維持事業

評

費補助金の交付
富士急

価

モビリティが運行する

表

御殿場線に対し、沿線

（

自 件数 1,651 38

個

,954 38,447

票

31,268
治体であ

）

る三島市、御殿場市、

課

裾野市の3市で欠損額

名

②
申請に対する補助金

環

交付 件 3 3 3
の一部を

境

補助することで、路線

市

の維持を行う。 件数
・

民

循環バス運行事業費補

部

助金 令和　７年度の優

地

先度
市内の公共施設や

域

商業施設への移動の利

協

便性確保を図
③1 るた

働

め、循環バス事業の欠

・

損額の一部を補助する

安

。 　□ Ａ　　　 □

全

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

課

　　 □ Ｄ　

路線バ

作

ス地域間幹線系統維持

成

事業費補助金を計画の

日

とおりに公布し、市民

令

及び周辺市町の移動の

和

手段を確保する
■ 計

　

画どおり   
令和　

６

５年度 ことができた。

年

□ 遅延      

　

   
の評価

□ 進展

８

なし     

■ 維

月

持　□ 拡大 市民の裾


